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令和３年９月１日発行 

 

スポーツには世界と未来を変える力がある 

校長  渡邊 重幸 

 
緊急事態宣言が１２日までに延長されました。緊急事態宣言中は午前授業となります。また、残念ながら

修学旅行、１年校外学習は延期とし、Ｄ組の移動教室（武石方面）、２学期の水泳指導、連合陸上大

会、地域防災訓練は中止となりました。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 
 

 さて、東京２０２０五輪大会は熱い感動を私たちに与え、８月８日に閉幕しました。今回の大会ビジョンは、

『スポーツには世界と未来を変える力がある。』 でした。2020年の東京大会は、「すべての人が自己

ベストを目指し（全員が自己ベスト）」、「一人ひとりが互いを認め合い（多様性と調和）」、「そして、未来につ

なげよう（未来への継承）」とし、史上最もイノベーティブ（革新的）で、世界にポジティブな改革をもたらす大会

とすることを基本コンセプトとしました。 

 私は、この３つのコンセプトの中で一番印象に残っているのが、「多様性と調和」でした。人種、性別、性的

指向、言語、障がいの有無など、あらゆる面での違いを肯定し、自然に受け入れ、互いに認め合うことで社

会は進歩します。東京 2020 五輪大会は、世界中の人々が多様性と調和の重要性を改めて認識し、共生

社会をはぐくむ契機となるような大会になったと思います。特に開会式に表れていました。男女一緒に国旗を

もって入場したり選手宣誓でも開催国の選手（山縣選手・石川選手）、指導者、審判員男女ペアの計６人

で宣誓しました。また、日本選手団の旗手の一人は八村塁選手で、聖火台に点  

火したのは大坂なおみ選手でした。今大会でも複数の国にルーツをもつ選手や 

グローバルに活躍する人材もたくさん参加していました。さらに最終聖火ランナー  

は６組１５人でした。<A>金メダリストの野村忠宏さん、吉田沙保里さん、<B>野  

球巨人終身名誉監督の長嶋茂雄さんをはじめ王貞治さん、松井秀喜さん、 

<C>大橋医師、北川看護師、<D>パラリンピアンの土田和歌子選手、<E>東日本大震災で被災し

た岩手、宮城、福島の児童 6人、<F>そして、最終点火者の大阪なおみ選手でした。 

 そして、いろいろな競技でドラマがありました。日本のメダル獲得数は金２７個、銀１４個、銅１７個でした

が、メダルの色や数だけで今大会を評価することはできません。私は、やはり池江璃花子選手の復帰が素

晴らしいと思いました。１９年２月に白血病と診断された池江選手。厳しい闘病生活で、体重は一時、１５キ

ロ減ったそうです。２０年３月にプールに戻りましたが、思うように体が動かずに涙に暮れた日も少なくなかった

といいます。そこからわずか１年４か月。五輪の舞台で世界の強豪としのぎを削る池江選手の姿に感動しまし

た。今大会では 400 メートルメドレーリレーの他、400 メートルリレー、混合 400 メートルメドレーリレーに出場しまし

た。レース後のインタビューに応じた池江選手は、「この５年間、本当に色んなことがあって…。一度は諦めか

けた東京オリンピックでしたが、リレーメンバーとして決勝の舞台で泳ぐことができて幸せでした」と涙ぐんでいま

した。」たくさんの方が感動と共に勇気をもらったと思います。次回は個人での活躍を期待しています。 

 今大会で選手が必ずと言っていいほど最初に「まずは、東京大会を開催していただいたことに感謝しま

す。」とコメントしていました。確かにコロナ禍で大会運営は計り知れないほど大変だったと思います。そのよう

な中で精一杯努力し競技していただいた一人一人の選手に、逆に私は感謝したいと思います。 

 そして、パラリンピックは９月５日まで続いています。引き続き、参加している選手を応援していきましょう！ 

https://www.asahi.com/topics/word/八村塁.html
https://www.asahi.com/topics/word/聖火台.html
https://www.asahi.com/topics/word/大坂なおみ.html
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＜東京 2020 五輪大会 日本人メダリスト一覧＞ 
  

〇 ご家庭で振り返って、話題にしてみてください。 

 

メダル 氏   名 競技種目 クラス等 メダル 氏   名 競技種目 クラス等 

金 喜友名諒 空 手 男子形 銀 池田向希 競 歩 男子 20km 

金 大橋悠依 競 泳 女子 200m 個人メドレー 銀 稲見萌寧 ゴルフ 女子 

金 大橋悠依 競 泳 女子 400m 個人メドレー 銀 五十嵐カノア サーフィン 男子 

金 素根輝 柔 道 女子 78kg 超級 銀 梶原悠未 自転車 女子オムニアム 

金 ウルフ・アロン 柔 道 男子 100kg 級 銀 柔道ジャパン 柔 道 混合団体 

金 浜田尚里 柔 道 女子 78kg 級 銀 渡名喜風南 柔 道 女子 48kg 級 

金 新井千鶴 柔 道 女子 70kg 級 銀 開心那 スケートボード 女子パーク 

金 永瀬貴規 柔 道 男子 81kg 級 銀 野中生萌 スポーツクライミング 女子 

金 大野将平 柔 道 男子 73kg 級 銀 橋本大輝、萱和麿、北園丈琉、谷川航 体 操 男子団体 

金 阿部一二三 柔 道 男子 66kg 級 銀 石川佳純、伊藤美誠、平野美宇 卓 球 女子団体 

金 阿部詩 柔 道 女子 52kg 級 銀 AKATSUKI FIVE バスケットボール 女子 

金 高藤直寿 柔 道 男子 60kg 級 銀 文田健一郎 レスリング 男子グレコローマンスタイル 60kg 級 

金 四十住さくら スケートボード 女子パーク 銅 古川高晴 アーチェリー 男子個人 

金 西矢椛 スケートボード 女子ストリート 銅 武藤弘樹、河田悠希、古川高晴 アーチェリー 男子団体 

金 堀米雄斗 スケートボード 男子ストリート 銅 荒賀龍太郎 空 手 男子組手 75kg 超級 

金 ソフトジャパン（上野由岐） ソフトボール ソフトボール 銅 山西利和 競 歩 男子 20km 

金 橋本大輝 体 操 男子鉄棒 銅 都筑有夢路 サーフィン 女子 

金 橋本大輝 体 操 男子個人総合 銅 芳田司 柔 道 女子 57kg 級 

金 伊藤美誠、水谷隼 卓 球 混合ダブルス 銅 安藤美希子 重量挙げ 女子 59kg 級 

金 加納虹輝、山田優、宇山賢、見延和靖 フェンシング 男子団体エペ 銅 中山楓奈 スケートボード 女子ストリート 

金 入江聖奈 ボクシング 女子フェザー級 銅 野口啓代 スポーツクライミング 女子 

金 侍ジャパン 野 球 野球 銅 村上茉愛 体 操 女子ゆか 

金 川井梨紗子 レスリング 女子 57kg 級 銅 萱和磨 体 操 男子あん馬 

金 川井友香子 レスリング 女子 62kg 級 銅 伊藤美誠 卓 球 女子シングルス 

金 向田真優 レスリング 女子 53kg 級 銅 水谷隼、張本智和、丹羽孝希 卓 球 男子団体 

金 須崎優衣 レスリング 女子 50kg 級 銅 東野有紗、渡辺勇大 バドミントン 混合ダブルス 

金 乙黒拓斗 レスリング 男子フリースタイル 65kg 級 銅 田中亮明 ボクシング 男子フライ級 

銀 清水希容 空 手 女子形 銅 並木月海 ボクシング 女子フライ級 

銀 本多灯 競 泳 男子 200m バタフライ 銅 屋比久翔平 レスリング 男子グレコローマンスタイル 77kg 級 

 

 

＜第６１回東京都中学校吹奏楽コンクール＞ 

 本校は７月３０日（金）に練馬文化センターを会場として 

本選がありました。 

見事、「金賞」をとることができました。コロナ禍で十分な 

練習ができない中で、よく頑張りました！               

【吹奏楽部 金賞！】 

  


